
(57)【要約】

【課題】着用者の外鼻に貼ると、花粉症の諸症状を緩和

・除去することができる顔面加温具を得る。

【解決手段】不織布からなる表裏のカバー６ａ・６ｂを

含む加温具本体３と、表裏のカバー６ａ・６ｂ間に挟み

込み保持される発熱体２と、裏カバー６ｂの外側面に設

けられた粘着剤層４と、粘着剤層４を保護する剥離紙５

とを含む。発熱体２は、シート基材９に発熱剤１０を担

持させることによってシート状に形成する。発熱体２は

、３8.０℃±２℃の温度領域で少なくとも１時間以上に

わたり発熱するようにしてある。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 含 む 加 温 具 本 体 ３ と 、 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 挟 み 込 み
保 持 さ れ る 発 熱 体 ２ と 、 裏 カ バ ー ６ ｂ の 外 側 面 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 層 ４ と 、 粘 着 剤 層 ４ を
保 護 す る 剥 離 紙 ５ と を 含 み 、
　 発 熱 体 ２ が 、 シ ー ト 基 材 ９ に 発 熱 剤 １ ０ を 担 持 さ せ る こ と に よ っ て シ ー ト 状 に 形 成 さ れ
て お り 、
　 発 熱 体 ２ が 、 ３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 で 少 な く と も １ 時 間 以 上 に わ た り 発 熱 す る よ う
に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 含 む 加 温 具 本 体 ３ と 、 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 挟 み 込 み
保 持 さ れ る 発 熱 体 ２ と 、 裏 カ バ ー ６ ｂ の 外 側 面 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 層 ４ と 、 粘 着 剤 層 ４ を
保 護 す る 剥 離 紙 ５ と を 含 み 、
　 発 熱 体 ２ が 、 発 熱 剤 １ ０ に つ な ぎ 用 骨 材 １ １ を 配 合 し て シ ー ト 状 に 圧 縮 成 形 さ れ て お り
、
　 発 熱 体 ２ が 、 ３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 で 少 な く と も １ 時 間 以 上 発 熱 す る よ う に し て あ
る こ と を 特 徴 と す る 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 発 熱 体 ２ が 、 発 熱 剤 １ ０ の 発 熱 開 始 か ら ２ ４ ０ 秒 以 内 に 、 ３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 に
到 達 す る よ う に し て あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 加 温 具 本 体 ３ の 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ が 、 熱 溶 着 性 繊 維 を 含 む 不 織 布 か ら な り 、
　 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 外 周 縁 部 Ｐ １ が 、 熱 溶 着 さ れ て い る と と も に 、
　 加 温 具 本 体 ３ に 、 曲 げ 性 を 付 与 す る た め の 易 曲 部 Ｐ ２ が 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 熱 溶
着 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 加 温 具 本 体 ３ に 、 曲 げ 性 を 付 与 す る た め の 易 曲 部 Ｐ ２ が 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 少 な
く と も 一 方 を 押 圧 す る こ と に よ り 凹 み 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 顔 面 加
温 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 加 温 具 本 体 ３ に 、 容 易 に 曲 げ る こ と が で き て 塑 性 変 形 す る 保 形 部 材 １ ２ が 配 設 さ れ て い
る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 加 温 具 本 体 ３ が 左 右 横 長 で あ っ て 、 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 間 に わ た っ て 保 形 部 材 １ ２ が 配
設 さ れ て い る 請 求 項 ６ 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 保 形 部 材 １ ２ が 、 形 状 記 憶 合 金 か ら な る 請 求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ が 、 炭 素 繊 維 を 含 む 不 織 布 か ら な る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か
に 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ が 、 酸 化 チ タ ン が 配 合 さ れ た 合 成 樹 脂 繊 維 を 含 む 不 織 布 か ら な る
請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の 顔 面 加 温 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ が 、 吸 汗 性 を 有 す る 不 織 布 か ら な る 請 求 項 １ な い し ８ 記 載 の 顔 面
加 温 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 体 の 耳 を 含 む 顔 面 の 皮 膚 患 部 を 加 温 す る 顔 面 加 温 具 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 顔 面 加 温 具 は 、 表 裏 の カ バ ー を 含 む 加 温 具 本 体 と 、 表 裏 の カ バ ー 間 に 挟 み 込 み
保 持 さ れ る 発 熱 体 と 、 表 裏 カ バ ー の 一 方 の 外 側 面 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 層 と 、 粘 着 剤 層 を 保
護 す る 剥 離 紙 と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 顔 面 加 温 具 の 基 本 形 態 は 特 許 文 献 １ ～ ３ に 公 知 で あ る 。 そ こ で は 、 真 空 パ ッ ク
さ れ た 包 装 袋 か ら 顔 面 加 温 具 を 取 り 出 し 、 剥 離 紙 を 剥 い だ の ち 、 例 え ば 顔 面 の 外 鼻 に こ れ
を 跨 ぐ 状 態 で 加 温 具 本 体 を 粘 着 剤 層 で 直 貼 り す る 。 す る と 、 内 蔵 の 発 熱 体 が 空 気 に 触 れ て
酸 化 反 応 熱 を 出 し 、 鼻 腔 や 副 鼻 腔 に 対 応 し た 顔 面 の 表 皮 お よ び 周 辺 部 位 の 組 織 を 加 温 す る
。 こ れ で 花 粉 症 の 諸 症 状 を 緩 和 ・ 除 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ４ ３ ６ ５ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 図 １ 、 図 １ ０ 、 図 １ １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － １ ７ １ １ ７ ６ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 請 求 項 １ ０ ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ３ ２ ８ １ ３ ５ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 請 求 項 １ ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 問 題 は 、 加 温 部 位 が 敏 感 な 顔 面 を 対 象 に し て い る の で 、 第 １ に 従 来 の 顔 面 加 温 具 は 、 全
体 が 分 厚 す ぎ て 使 用 者 に 装 着 時 の 違 和 感 が あ っ た 。 第 ２ に 、 発 熱 体 に よ る 発 熱 温 度 の 過 不
足 に 問 題 が あ っ た 。 例 え ば 、 花 粉 症 や Ｉ 型 ア レ ル ギ ー 性 疾 患 で あ る ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 諸
症 状 を 緩 和 ・ 除 去 し 、 か つ 低 温 火 傷 を 負 う こ と も な い 好 適 な 加 熱 温 度 条 件 の 実 証 が 不 足 し
て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 こ れ ら の 課 題 を 一 挙 に 解 消 す る に あ る 。 す な わ ち 本 発 明 の 目 的 は 、 加
温 具 本 体 が 分 厚 く な ら な い よ う に 薄 く し 、 こ の 状 態 が 良 く 維 持 さ れ る よ う に し た 顔 面 加 温
具 を 提 供 す る に あ る 。 ま た 本 発 明 の 目 的 は 、 顔 面 患 部 の 血 行 障 害 を 改 善 し て 外 傷 跡 、 手 術
後 の 傷 跡 、 し み 、 そ ば か す 、 花 粉 症 な ど の 諸 症 状 を 緩 和 ・ 除 去 し 、 か つ 低 温 火 傷 を 負 う こ
と も な い 好 適 な 温 度 を 維 持 す る よ う 、 発 熱 体 に よ る 発 熱 温 度 を 制 御 し た 顔 面 加 温 具 を 得 る
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 顔 面 の 外 鼻 に 当 て る タ イ プ の 顔 面 加 温 具 に お い て 、 花 粉 症 の 諸 症 状 を 緩
和 ・ 除 去 し 、 か つ 低 温 火 傷 を 負 う こ と も な い 好 適 な 加 熱 温 度 を 検 討 し た と こ ろ 、 そ れ は ３
８ ℃ ± ２ ℃ で あ る こ と を 知 見 し た 。 こ れ は 約 人 肌 温 度 に 相 当 す る 。 次 に 、 こ の 温 度 へ の 加
温 は 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 外 傷 跡 や 手 術 後 の 傷 跡 、 加 え て 霜 焼 け 、 し み 、 そ ば か す な ど の
部 位 （ こ こ で は 患 部 と い う 。 ） を 治 癒 す る の に も 等 し く 有 効 で あ り 、 低 温 火 傷 も 負 わ な い
こ と を 知 り 、 本 発 明 を 提 案 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 図 １ な い し 図 ４ に 示 す ご と く 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 含 む 加 温 具
本 体 ３ と 、 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 挟 み 込 み 保 持 さ れ る 発 熱 体 ２ と 、 裏 カ バ ー ６ ｂ の
外 側 面 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 層 ４ と 、 粘 着 剤 層 ４ を 保 護 す る 剥 離 紙 ５ と を 含 む 顔 面 加 温 具 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 か か る 顔 面 加 温 具 に お い て 、 図 １ に 示 す ご と く 発 熱 体 ２ が 、
シ ー ト 基 材 ９ に 発 熱 剤 １ ０ を 担 持 さ せ る こ と に よ っ て シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て お り 、 発 熱 体
２ が 、 シ ー ト 基 材 ９ の 材 質 な い し シ ー ト 基 材 ９ に 対 す る 発 熱 剤 １ ０ の 付 着 量 な ど を 選 ぶ こ
と に よ っ て 、 ３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 で 少 な く と も １ 時 間 以 上 に わ た っ て 発 熱 で き る よ
う に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。 シ ー ト 基 材 ９ に 発 熱 剤 １ ０ を 担 持 さ せ る 手 段 と し て は 、
シ ー ト 基 材 ９ の 表 面 に バ イ ン ダ な ど を 用 い て 発 熱 剤 １ ０ を 付 着 さ せ た り 、 シ ー ト 基 材 ９ の
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中 に 発 熱 剤 １ ０ を 入 れ 込 ん だ り す る な ど の 方 式 を 適 宜 採 る こ と が で き る 。 シ ー ト 基 材 ９ の
材 質 は 不 織 布 で あ っ て も よ く 、 特 に 材 質 を 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 の 基 本 形 態 か ら な る 顔 面 加 温 具 に お い て 、 図 ５ に 示 す ご
と く 発 熱 体 ２ が 発 熱 剤 １ ０ に つ な ぎ 用 骨 材 １ １ を 配 合 し て シ ー ト 状 に 圧 縮 成 形 さ れ て お り
、 発 熱 体 ２ が 、 発 熱 剤 １ ０ と つ な ぎ 用 骨 材 １ １ と の 配 合 割 合 な ど を 選 ぶ こ と に よ っ て 、 ３
8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 で 少 な く と も １ 時 間 以 上 に わ た っ て 発 熱 で き る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 発 熱 体 ２ は 、 発 熱 剤 １ ０ の 発 熱 開 始 か ら ２ ４ ０ 秒 以 内 に 、 ３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領
域 に 到 達 す る よ う に 制 御 す る こ と が 望 ま れ る （ 請 求 項 ３ ） 。 こ の 制 御 は 、 発 熱 剤 １ ０ の 発
熱 主 剤 （ 鉄 粉 ） に 対 す る 反 応 助 剤 （ 食 塩 や 活 性 炭 な ど ） の 配 合 割 合 な ど を 調 整 す る こ と に
よ っ て 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 顔 面 加 温 具 に
お い て 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 加 温 具 本 体 ３ の 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ が 、 熱 溶 着
性 繊 維 を 含 む 不 織 布 か ら な り 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 外 周 縁 部 Ｐ １ が 熱 溶 着 さ れ て い る
と と も に 、 加 温 具 本 体 ３ に 、 曲 げ 性 を 付 与 す る た め の 易 曲 部 Ｐ ２ が 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６
ｂ を 熱 溶 着 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 具 体 的 に は 、 加 温 具 本 体
３ を 左 右 横 長 に 形 成 し 、 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 方 向 中 央 部 位 に 易 曲 部 Ｐ ２ を 前 後 間 に わ た っ
て 線 状 な い し 帯 状 に 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 の 発 熱 体 ２ は 加 温 具 本 体 ３ の 易 曲 部 Ｐ
２ の 左 右 に 分 離 し た 状 態 で 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 挟 み 込 み 保 持 す る こ と が で き る 。
尤 も 、 前 記 易 曲 部 Ｐ ２ は 、 図 ８ に 示 す ご と く 発 熱 体 ２ を 挟 ん だ 状 態 で 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６
ｂ を 熱 溶 着 す る こ と に よ り 形 成 し て も よ い 。 な お 、 加 温 具 本 体 ３ の 形 状 は 左 右 横 長 が 好 適
で あ る が 、 円 形 、 楕 円 形 、 長 方 形 、 三 角 形 、 台 形 、 正 方 形 あ る い は 、 そ れ ら の 変 形 で あ っ
て も よ く 、 形 状 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 顔 面 加 温 具 に
お い て 、 図 ９ に 示 す ご と く 、 加 温 具 本 体 ３ に 、 曲 げ 性 を 付 与 す る た め の 易 曲 部 Ｐ ２ が 、 表
裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 少 な く と も 一 方 を 押 圧 す る こ と に よ り 凹 み 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。 こ の 場 合 も 、 具 体 的 に は 加 温 具 本 体 ３ を 左 右 横 長 に 形 成 し 、 加 温 具 本 体 ３ の 左
右 方 向 中 央 部 位 に 易 曲 部 Ｐ ２ を 前 後 方 向 に わ た っ て 線 状 な い し 帯 状 に 形 成 す る こ と が で き
、 易 曲 部 Ｐ ２ は 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 熱 溶 着 し て 形 成 し た も の で あ る こ と を 要 し な い 。
な お 、 加 温 具 本 体 ３ の 形 状 は 左 右 横 長 が 好 適 で あ る が 、 円 形 、 楕 円 形 、 長 方 形 、 三 角 形 、
台 形 、 正 方 形 あ る い は 、 そ れ ら の 変 形 で あ っ て も よ く 、 形 状 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 顔 面 加 温 具 １ は 、 包 装 袋 に 真 空 パ ッ ク さ れ た 状 態 で 流 通 の 場 に 供 さ れ る 。 使 用
に 際 し て は 、 真 空 パ ッ ク か ら 取 り 出 し 、 剥 離 紙 ５ を 剥 ぎ 取 る 。 か く し て 、 加 温 具 本 体 ３ の
裏 カ バ ー ６ ｂ 側 を 顔 面 の 加 温 す べ き 部 位 （ 例 え ば 、 図 １ ２ の 鼻 や 図 １ ３ の 耳 な ど ） に 粘 着
剤 層 ４ で 直 貼 り す る 場 合 と 、 加 温 具 本 体 ３ の 裏 カ バ ー ６ ｂ 側 を 粘 着 剤 層 ４ を 介 し て 衛 生 マ
ス ク １ ３ の 内 面 に 貼 付 し た 状 態 で 該 マ ス ク １ ３ を 図 １ ４ に 示 す ご と く 顔 面 に 装 着 す る こ と
に よ り 、 加 温 具 本 体 ３ の 表 カ バ ー ６ ａ 側 を 外 鼻 に 当 て 付 け る 場 合 と が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 代 表 的 な 使 用 例 と し て は 、 外 鼻 に こ れ を 左 右 に 跨 ぐ 状 態 で
直 貼 り す る 形 態 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ の 発 熱 に よ り 、 着 用 者 の 鼻 腔 お よ
び 副 鼻 腔 に 対 応 す る 顔 面 の 表 皮 お よ び 周 辺 の 組 織 を 加 温 す る 。 こ れ に よ り 該 当 部 位 お よ び
周 辺 組 織 に お い て 、 血 行 の 促 進 が 図 ら れ 、 各 細 胞 の 機 能 が 活 性 化 す る の で 、 花 粉 症 に 起 因
す る 諸 症 状 を 良 好 に 緩 和 ・ 除 去 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 と く に 、 発 熱 体 ２ に よ る 加 熱 温 度 が ３ ８ ℃ ± ２ ℃ に 設 定 さ れ て い る と 、 花 粉 症 の 諸 症 状
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の 緩 和 ・ 除 去 に 有 効 で あ る 。 加 熱 温 度 が ３ ６ ℃ 未 満 だ と 、 鼻 腔 お よ び 副 鼻 腔 に 対 応 す る 顔
面 の 表 皮 お よ び 周 辺 の 組 織 の 加 温 が 不 十 分 と な り 、 諸 症 状 の 緩 和 ・ 除 去 効 果 が 良 好 に 得 ら
れ な い 。 一 方 、 特 に 蛋 白 質 の 変 質 限 界 温 度 で あ る ４ ２ ℃ を 超 え る と 、 低 温 火 傷 を 引 き 起 こ
す お そ れ が あ り 、 無 難 を 期 す う え で 加 熱 温 度 は ４ ０ ℃ 以 下 に 抑 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 発 熱 体 ２ に よ る 加 熱 時 間 は 、 長 い 方 が 有 利 で あ る 。 そ こ で 本 発 明 で は 、 発 熱 体 ２ に よ る
加 熱 が 少 な く と も 前 記 加 熱 温 度 領 域 で １ 時 間 以 上 に わ た り 保 持 さ れ る よ う に し て あ る 。 １
時 間 未 満 だ と 、 顔 面 加 温 具 の 貼 り 替 え 回 数 が 多 く な っ て 、 実 用 上 不 便 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 身 体 は 熱 を 出 す こ と で 、 外 部 か ら の 細 菌 の 侵 入 を 防 い で い る 。 し か し 、 体 温 が 低 い と 、
先 の 細 菌 の 侵 入 防 止 能 力 等 が 低 下 し 、 結 果 的 に ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 な ど の 疾 患 に か か り 易 く
な る 。 ま た 、 身 体 が 冷 え る と 筋 肉 は 熱 を 補 う た め に 緊 張 す る が 、 現 在 人 の 低 体 温 化 （ 平 熱
温 度 が 健 常 者 体 温 よ り 低 下 ） に 起 因 す る 慢 性 的 に 作 ら れ た 身 体 の 冷 え に よ り 、 筋 肉 も 慢 性
的 に 緊 張 状 態 に あ る 。 そ の た め 、 そ の 上 に あ る 皮 膚 に 対 し て 血 液 ・ リ ン パ 液 の 流 れ が 悪 く
な り 、 皮 膚 に 栄 養 が 行 き 届 か ず 、 こ の 点 で も 免 疫 能 力 が 低 下 し て 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 な ど
の 皮 膚 疾 患 を 引 き 起 こ す 、 と さ れ て い る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 皮 膚 患 部 を ３ ８ ℃ ± ２ ℃
に 加 温 す れ ば 、 筋 肉 の 慢 性 的 な 緊 張 状 態 を 解 い て 血 液 や リ ン パ 液 の 流 れ を 良 く し て 、 免 疫
能 力 の 向 上 を 図 り 、 以 て ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 な ど の 諸 症 状 も 良 好 に 緩 和 ・ 除 去 す る に あ る 。
こ の メ カ ニ ズ ム は 、 し み 、 そ ば か す 、 外 傷 跡 、 手 術 後 の 傷 跡 な ど の 患 部 の 血 行 障 害 を 改 善
す る に も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 使 用 開 始 か ら 前 述 の 加 熱 温 度 領 域 に 至 る ま で の 立 ち 上 が り 時 間 を ２ ４ ０ 秒 以 内 に 設 定 し
て あ る と 、 速 や か に 上 記 効 果 が 得 ら れ 、 実 用 上 に お い て 有 利 で あ る 。 か か る 立 ち 上 が り 時
間 の 迅 速 化 は 、 発 熱 体 ２ に お い て 、 発 熱 主 剤 に 対 す る 反 応 助 剤 の 配 合 割 合 を 調 整 す る こ と
で 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 顔 面 加 温 具 に
お い て 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 す ご と く 加 温 具 本 体 ３ に 、 容 易 に 曲 げ る こ と が で き て 塑
性 変 形 す る 保 形 部 材 １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 加 温 具 本 体 ３ が 左 右 横 長 で あ る
と き 、 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 間 に わ た っ て 保 形 部 材 １ ２ を 少 な く と も １ 本 、 好 ま し く は 複 数
本 配 設 す る こ と が で き る （ 請 求 項 ７ ） 。 こ こ で の 保 形 部 材 １ ２ は 、 指 先 の 力 で 簡 単 に 曲 げ
変 形 で き 、 こ の 曲 げ 状 態 で 塑 性 変 形 し て 加 温 具 本 体 ３ を 前 記 曲 げ 状 態 に 保 形 （ 維 持 ） す る
部 材 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 保 形 部 材 １ ２ と し て は 、 銅 製 、 真 ち ゅ う 製 、 鉄 製 な ど の 金 属 線 材 （ い わ ゆ る 針 金
） や 金 属 製 の 帯 板 状 材 を 挙 げ る こ と が で き る 。 な か で も 、 保 形 部 材 １ ２ は 、 形 状 記 憶 合 金
製 に す る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 加 温 具 本 体 ３ の 表 カ バ ー ６ ａ お よ び ／ ま た は 裏 カ バ ー ６ ｂ は 、 各 種 の 布 帛 や 紙 で も よ い
が 、 不 織 布 が 好 ま し い 。 加 温 具 本 体 ３ の 表 カ バ ー ６ ａ お よ び 裏 カ バ ー ６ ｂ を 構 成 す る 不 織
布 は 、 炭 素 繊 維 を 含 む も の に す る こ と が で き （ 請 求 項 ９ ） 、 こ れ に よ れ ば 、 炭 素 繊 維 が 大
気 中 の マ イ ナ ス 電 荷 を 集 め て 、 不 快 感 の も と に な る 体 内 の プ ラ ス 電 荷 を 放 電 で き る 利 点 を
持 つ 。 ま た 、 そ の 不 織 布 に は 、 酸 化 チ タ ン が 配 合 さ れ た 合 成 樹 脂 繊 維 を 含 む も の に で き （
請 求 項 １ ０ ） 、 こ れ に よ れ ば 、 酸 化 チ タ ン に よ る 脱 臭 効 果 お よ び 抗 菌 効 果 を 期 待 で き る 。
更 に 、 不 織 布 は 、 汗 を 吸 収 す る 高 吸 収 性 の 合 成 樹 脂 繊 維 を 含 む も の に す る こ と が で き （ 請
求 項 １ １ ） 、 こ れ に よ れ ば 着 用 時 の 吸 汗 機 能 を 付 与 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ が 、 シ ー ト 基 材 ９ に 発 熱 剤 １ ０ を 担 持 さ せ る
こ と で シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に お い て 、 発

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-58512 A 2005.3.10



熱 剤 １ ０ が 偏 在 す る こ と が な く 薄 膜 の シ ー ト 状 に よ く 維 持 で き る 。 具 体 的 に は 、 加 温 具 本
体 ３ の 全 体 厚 み を 1.５ ～ 3.０ mmに 設 定 で き 、 顔 面 に 対 し て も 異 和 感 な く 装 着 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か も 、 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ が 、 ３ ８ ℃ ± ２ ℃ の 人 肌 温 度 領 域 で
少 な く と も １ 時 間 以 上 に わ た り 発 熱 す る 。 こ れ は 、 シ ー ト 基 材 ９ に 対 す る 発 熱 剤 １ ０ の 付
着 量 を 加 減 調 節 し た り 、 発 熱 剤 １ ０ を 構 成 す る 発 熱 主 剤 と 反 応 助 剤 と の 配 合 量 を 調 整 す る
こ と に よ り 、 容 易 に 制 御 で き る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 の 顔 面 加 温 具 は 、 顔 面 の 着 用 部 位 に よ
っ て 、 花 粉 症 や ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 、 そ れ に 霜 焼 け 、 し み 、 そ ば か す 、 外 傷 跡 、 手 術 後 の 傷
跡 な ど の 患 部 の 血 行 障 害 を 改 善 す る の に 有 効 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ が 発 熱 剤 １ ０ に つ な ぎ 用 骨 材 １ １ を 配 合 し て
シ ー ト 状 に 圧 縮 成 形 さ れ て お り 、 こ の 点 が 請 求 項 １ と 構 成 上 に お い て 異 な る の み で あ っ て
、 請 求 項 １ に お け る と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ が 発 熱 剤 １ ０ の 発 熱 開 始 か ら ２ ４ ０ 秒 以 内 に
３ 8.０ ℃ ± ２ ℃ の 温 度 領 域 に 達 す る よ う に し て あ る の で 、 待 ち 時 間 が 少 な く 使 い 勝 手 が 良
い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ４ お よ び 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 に 係 る 加 温 具 本 体 ３ は 、 易 曲 部 Ｐ ２ を 介 し て 曲 げ
易 く な っ て い る の で 、 外 鼻 に こ れ を 跨 ぐ 状 態 で 当 て つ け る の に 便 利 で あ る 。 ま た 、 加 温 具
本 体 ３ を 折 り 曲 げ て 外 耳 に 貼 る の に も 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 加 温 具 本 体 ３ を 外 鼻 や 外 耳 な ど に 当 て つ け る の に 適 し た
形 状 に 折 り 曲 げ た と き 、 そ の 曲 げ 状 態 を 保 形 部 材 １ ２ で 保 形 す る の で 、 加 温 具 本 体 ３ を 対
象 部 位 に 浮 き 離 れ る こ と な く 密 着 さ せ て 保 温 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 左 右 横 長 の 加 温 具 本 体 ３ を 左 右 方 向 中 央 部 で 屈 曲 状 に
曲 げ 変 形 し た 状 態 を 保 形 部 材 １ ２ で よ く 維 持 で き 、 使 い 勝 手 が 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 保 形 部 材 １ ２ が 形 状 記 憶 合 金 か ら な る の で 、 例 え ば 外
鼻 用 ま た は 外 耳 用 の 顔 面 加 温 具 に お い て 、 加 温 具 本 体 ３ の 曲 げ 度 合 に 過 不 足 が あ っ て も 、
発 熱 体 ２ が 約 ３ ８ ℃ に 発 熱 す る こ と に 伴 い 、 保 形 部 材 １ ２ が 自 動 的 に 所 定 の 曲 げ 形 状 に な
る の で 、 加 温 具 本 体 ３ の 曲 げ 具 合 の 過 不 足 を 補 い 、 加 温 具 本 体 ３ を 顔 面 の 加 温 部 位 に 密 着
さ せ る の に 好 適 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ） 　 図 １ な い し 図 ４ は 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 の 代 表 的 な 第 １ 実 施 形 態 を
示 し て お り 、 花 粉 症 の 諸 症 状 を 緩 和 ・ 除 去 す る た め に 、 着 用 者 の 外 鼻 に 直 貼 り す る こ と を
予 測 し て い る 。 こ の 顔 面 加 温 具 １ は 、 図 １ お よ び 図 ４ に 示 す ご と く 、 内 部 に 発 熱 体 ２ が 納
ま る 加 温 具 本 体 ３ と 、 該 加 温 具 本 体 ３ の 裏 面 側 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 層 ４ と 、 粘 着 剤 層 ４ を
保 護 す る 剥 離 紙 ５ と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 加 温 具 本 体 ３ は 、 熱 可 塑 性 の 合 成 樹 脂 繊 維 か ら な る 一 対 の 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 外 周
縁 部 Ｐ １ ど う し を 熱 溶 着 し て 左 右 横 長 の 略 楕 円 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 空 内 部 に 発
熱 体 ２ が 表 裏 の カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 挟 み 込 み 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 加 温 具 本 体 ３ の 裏 カ バ ー ６ ｂ の 外 側 面 に は 、 そ の 左 右 両 端 部 に 粘 着 剤 層 ４ が 塗 布 形 成 さ
れ て い る と と も に 、 こ の 粘 着 剤 層 ４ を 保 護 す る た め の 剥 離 紙 ５ が 剥 離 可 能 に 貼 付 さ れ て い
る 。 図 示 例 の 剥 離 紙 ５ は 、 こ れ の 左 右 中 央 に 切 り 線 ７ を 入 れ て あ り 、 こ の 切 り 線 ７ を 介 し
て 左 右 に 剥 ぎ 取 れ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 発 熱 体 ２ は 、 不 織 布 製 で 薄 厚 の シ ー ト 基 材 ９ に 発 熱 剤 １ ０ を 均 一 に 分 散 さ せ た 状 態 で 付
着 し て あ る 。 発 熱 剤 １ ０ は 、 鉄 粉 で 代 表 さ れ る 発 熱 主 剤 と 、 発 熱 主 剤 を 空 気 中 の 酸 素 と 反
応 さ せ て 発 熱 さ せ る 活 性 炭 、 食 塩 水 な ど の 反 応 助 剤 と か ら な る 公 知 の そ れ で あ る 。 本 発 明
の 顔 面 加 温 具 １ は 、 保 存 中 に 発 熱 反 応 が 起 こ ら な い よ う に 、 ガ ス バ リ ヤ ー 性 を 有 す る プ ラ
ス チ ッ ク 製 の 袋 に 密 封 包 装 し て 流 通 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 顔 面 加 温 具 １ の 使 用 に 際 し て は 、 図 ４ に 示 す ご と く 加 温 具 本 体 ３ か ら 剥 離 紙 ５
を 左 右 に 引 き 剥 が し た の ち 、 図 １ ２ に 示 す ご と く 加 温 具 本 体 ３ の 裏 カ バ ー ６ ｂ 側 を 顔 面 の
外 鼻 に こ れ を 跨 ぐ 状 態 で 粘 着 剤 層 ４ を 介 し て 直 貼 り し 、 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 端 部 分 を 鼻 腔
お よ び 副 鼻 腔 上 の 表 皮 に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 発 熱 体 ２ の 発 熱 に よ り 、 着 用 者 の 鼻 腔 お よ び 副 鼻 腔 に 対 応 す る 顔 面 の 表
皮 を 中 心 と す る 周 辺 組 織 が 加 温 さ れ る 。 そ の 際 に 、 発 熱 体 ２ に よ る 加 熱 温 度 は 、 ３ ８ ℃ ±
２ ℃ 以 内 に 設 定 さ れ て お り 、 使 用 開 始 か ら 該 当 の 加 熱 温 度 領 域 に 到 達 す る ま で の 立 ち 上 が
り 時 間 が ２ ４ ０ 秒 以 内 で あ り 、 か つ 少 な く と も １ 時 間 以 上 に わ た っ て 該 加 熱 温 度 領 域 が 保
持 さ れ る よ う に 、 シ ー ト 基 材 ９ に 対 す る 発 熱 剤 １ ０ の 付 着 量 お よ び 発 熱 剤 １ ０ の 組 成 成 分
が 調 製 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し た が っ て 、 先 の 鼻 腔 お よ び 副 鼻 腔 に 対 応 す る 顔 面 の 表 皮 を 中 心 と す る 周 辺 組 織 を 過 不
足 な く 加 温 し 、 低 温 火 傷 を 引 き 起 こ す こ と も な く 、 花 粉 症 に 起 因 す る 諸 症 状 を 良 好 に 緩 和
・ 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 構 成 す る 不 織 布 の 一 部 が 、 炭 素 繊 維 を 含 ん で お り 、 炭 素
繊 維 が 大 気 中 の マ イ ナ ス 電 荷 を 集 め て 、 不 快 感 の も と に な る 体 内 の プ ラ ス 電 荷 を 放 電 す る
。 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 不 織 布 は 、 酸 化 チ タ ン を 含 有 す る 合 成 樹 脂 繊 維 を 含 ん で お り 、
酸 化 チ タ ン に よ る 脱 臭 効 果 お よ び 抗 菌 効 果 も 期 待 で き る 。 と く に 裏 カ バ ー ６ ｂ の 不 織 布 が
高 吸 収 性 の 合 成 樹 脂 繊 維 を 含 ん で お り 、 こ れ に て 吸 汗 機 能 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ） 　 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 前
記 発 熱 体 ２ が 、 発 熱 剤 １ ０ に つ な ぎ 用 骨 材 １ １ を 配 合 し て シ ー ト 状 に 圧 縮 形 成 さ れ て い る
。 つ な ぎ 用 骨 材 １ １ と し て は 、 パ ル プ や 各 種 の 合 成 樹 脂 の 長 繊 維 を 用 い た 。 そ の 余 の 点 は
第 １ 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 じ で あ り 、 同 一 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ） 　 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し
て お り 、 先 の 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 外 周 縁 部 Ｐ １ を 熱 溶 着 す る の と 同 時 に 、 左 右 横 長 と
し た 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 方 向 中 央 部 位 に 、 曲 げ 性 を 付 与 す る た め の 易 曲 部 Ｐ ２ が 、 表 裏 カ
バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ を 前 後 間 に わ た っ て 熱 溶 着 す る こ と に よ っ て 帯 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の
場 合 の 発 熱 体 ２ は 、 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に お い て 左 右 に 分 け て 挟 み 込 み 保 持 さ れ て い
る 。 そ の 余 の 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 じ で あ る か ら 、 同 一 部 材 に は 同 一 符 号 を 付
し て 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 図 示 例 の 易 曲 部 Ｐ ２ は 、 所 定 の 左 右 幅 を 有 す る 帯 状 に 形 成 し
た が 、 前 後 方 向 に 走 る 断 面 Ｖ 字 形 な い し Ｕ 字 形 の 線 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 第 ４ 実 施 形 態 ） 　 図 ８ は 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 こ れ
で は 第 ３ 実 施 形 態 の 易 曲 部 Ｐ ２ に お い て 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ お よ び 発 熱 体 ２ の 不 織 布 製
シ ー ト 基 材 ９ と が 一 体 に 熱 溶 着 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 発 熱 体 ２ の シ ー ト 基 材 ９ も 熱 溶 着
性 を 有 す る 不 織 布 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 第 ５ 実 施 形 態 ） 　 図 ９ は 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 こ の
場 合 は 、 表 カ バ ー ６ ａ の 左 右 方 向 中 央 部 位 を 押 圧 し て 凹 ま せ る こ と に よ り 易 曲 部 Ｐ ２ を 形
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成 し て お り 、 表 カ バ ー ６ ａ と 裏 カ バ ー ６ ｂ と が 熱 溶 着 さ れ て い な い 。 そ の 他 の 構 成 は 第 ３
実 施 形 態 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ３ ～ 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ に よ れ ば 、 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 方 向 中 央 部 位 が
易 曲 部 Ｐ ２ を 介 し て 表 裏 の 少 な く と も 一 側 方 に 曲 げ 易 く な っ て い る の で 、 加 温 具 本 体 ３ が
外 鼻 に こ れ を 跨 ぐ 状 態 で 貼 り 付 け 易 く 、 貼 っ た 状 態 を よ く 維 持 で き る 。 ま た 、 例 え ば 図 １
３ に 示 す ご と く 霜 焼 け の 治 癒 の た め に 、 加 温 具 本 体 ３ を 折 り 曲 げ て 外 耳 の 一 部 に 直 貼 り す
る の に も 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 第 ６ 実 施 形 態 ） 　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 本 発 明 に 係 る 顔 面 加 温 具 １ の 第 ６ 実 施 形 態 を 示
し て お り 、 左 右 横 長 の 加 温 具 本 体 ３ の 裏 カ バ ー ６ ｂ と 、 剥 離 紙 ５ と の 間 に 、 銅 製 、 真 ち ゅ
う 製 ま た は 鉄 製 の 金 属 線 材 か ら な る 前 後 ２ 本 の 保 形 部 材 １ ２ が 加 温 具 本 体 ３ の 左 右 間 に わ
た っ て 配 設 さ れ て い る 。 各 保 形 部 材 １ ２ は 、 こ れ の 左 右 端 部 分 が 裏 カ バ ー ６ ｂ と 粘 着 剤 層
４ と の 間 に 挟 持 さ れ て い て 、 粘 着 剤 層 ４ で 裏 カ バ ー ６ ｂ に 不 離 一 体 に 付 設 さ れ て い る 。 そ
の 余 の 構 成 は 、 発 熱 体 ３ の 構 造 を 含 め て 先 の 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 と 実 質 的 に
同 一 で あ る か ら 、 同 一 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 第 ６ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 保 形 部 材 １ ２ が 折 り 曲 げ 容 易 で あ っ て そ の 曲 げ 状 態 を 維 持
す る よ う 塑 性 変 形 す る 金 属 線 材 を 選 ぶ こ と に よ り 、 加 温 具 本 体 ３ を 外 鼻 や 外 耳 の 形 状 に 添
う よ う 予 め 曲 げ る 。 そ の 場 合 、 加 温 具 本 体 ３ が 弾 性 復 元 し よ う と す に の を 保 形 部 材 １ ２ が
阻 止 す る の で 、 加 温 具 本 体 ３ の 顔 面 の 対 象 部 位 に 加 温 具 本 体 ３ を 曲 げ た 密 着 状 態 に 浮 き 離
れ る こ と な く 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 第 ７ 実 施 形 態 ） 　 先 の 保 形 部 材 １ ２ は 形 状 記 憶 合 金 製 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ れ
ば 、 使 用 前 の 加 温 具 本 体 ３ は 、 嵩 張 ら な い よ う に ス ト レ ー ト 状 を 呈 し て い る が 、 使 用 時 に
は 発 熱 体 ２ が 発 熱 す る と 所 定 の 形 状 に な る 。 例 え ば 、 顔 面 加 温 具 が 外 鼻 用 で あ れ ば 、 外 鼻
に こ れ を 跨 ぐ 曲 げ 状 態 で 加 温 具 本 体 ３ を 当 て た と き 、 そ の 曲 げ 状 態 に 過 不 足 が あ っ て も こ
れ を よ く 補 正 し て く れ る こ と に な る 。 顔 面 加 温 具 が 外 耳 用 で あ れ ば 装 着 使 用 時 に そ れ に 見
合 っ た 形 状 に な る 。 し た が っ て 、 顔 面 の 対 象 部 位 に 加 温 具 本 体 ３ を 浮 き 外 れ た り 、 強 く 押
し 過 ぎ た り す る こ と な く 確 実 に 密 着 状 に 装 着 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 第 ５ 、 第 ６ 実 施 形 態 の 保 形 部 材 １ ２ は 、 平 板 状 お よ び 帯 板 状 な ど 、 そ の 形 状 は 特
に 問 わ な い 。 ま た 、 保 形 部 材 １ ２ は 、 裏 カ バ ー ６ ｂ の 内 面 側 、 又 は 表 カ バ ー ６ ａ の 内 外 の
い ず れ か に 配 設 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 別 使 用 形 態 ） 　 ま た 、 本 発 明 の 顔 面 加 温 具 １ は 、 図 １ ４ に 示 す ご と く 衛 生 マ ス ク １ ３ の
内 面 に 加 温 具 本 体 ３ の 裏 カ バ ー ６ ｂ 側 を 前 記 粘 着 剤 層 ４ を 介 し て 貼 り 、 顔 面 に 衛 生 マ ス ク
１ ３ を 装 着 し た と き 、 顔 面 加 温 具 １ の 表 カ バ ー ６ ａ 側 が 外 鼻 に 当 た る よ う に 使 用 し て も よ
い 。 こ の 場 合 は 表 カ バ ー ６ ａ が 先 の 吸 汗 機 能 を 有 す る と 有 利 に な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 実 施 例 １ ） 　 次 に 本 発 明 の よ り 具 体 的 な 実 施 例 １ を 説 明 す る 。 ま ず 、 発 熱 主 剤 で あ る 鉄
粉 と 、 反 応 助 剤 で あ る 活 性 炭 と 食 塩 と 水 と を 、 以 下 の 配 合 割 合 で 混 合 し て 、 粉 状 の 発 熱 材
１ ０ を 得 た 。
　 鉄 粉 （ ３ ０ ０ メ ッ シ ュ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ｇ 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 2.７ ％
　 活 性 炭 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ｇ 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 1.３ ％
　 食 塩 水 （ ５ 重 量 ％ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ml（ Ｎ ａ Ｃ ｌ ） 　 　 　 1.８ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｈ 2  Ｏ ） 　 　 　 ３ 4.２ ％
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 不 織 布 製 シ ー ト 基 材 ９ の 表 裏 面 に 粉 状 の 前 記 発 熱 材 １ ０ を 付 着 さ せ て 、 シ ー ト 状
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の 発 熱 体 ２ を つ く り 、 そ れ ぞ れ 不 織 布 か ら な る 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ 間 に 発 熱 材 １ ０ を 挟
み 込 ん だ の ち 、 両 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 外 周 縁 部 Ｐ １ ど う し を 熱 溶 着 す る こ と に よ り 、
加 温 具 本 体 ３ を つ く っ た 。 シ ー ト 基 材 ９ お よ び 表 裏 カ バ ー ６ ａ ・ ６ ｂ の 厚 み は 、 そ れ ぞ れ
約 1.０ mmと し 、 加 温 具 本 体 ３ の 総 厚 を 約 3.０ mmに 設 定 し た 。 単 位 面 積 あ た り の 発 熱 体 ２ の
量 は 、 0.５ ５ ｇ ／ cm 3  と し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 実 施 例 １ の 顔 面 加 温 具 で は 、 表 面 温 度 （ 皮 膚 に 対 す る 接 触 温 度 ） を 測 定 し た と こ ろ
、 約 ２ ４ ０ 秒 経 過 し た 時 点 で ３ ８ ℃ ± ２ ℃ の 下 限 値 で あ る ３ ６ ℃ 程 度 に ま で 上 昇 し 、 健 常
者 の 体 温 領 域 を ７ 時 間 程 度 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ の う え で 、 実 施 例 １ の 顔 面 加 温 具 の 有 用 性 （ 花 粉 症 の 諸 症 状 に 対 す る 緩 和 ・ 除 去 効 果
） を 確 か め る た め 、 以 下 の よ う な 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ ５ 名 の 花 粉 症 患 者 に 、 本 実 施 例 １ に 係 る 顔 面 加 温 具 を １ ０ 日 間 使 用 し て も ら っ た 。 同
様 に 、 先 の 表 面 温 度 が ３ ５ ℃ を 上 限 と す る 比 較 例 １ の 顔 面 加 温 具 を つ く り 、 こ れ を 先 と 同
じ １ ５ 名 の 花 粉 症 患 者 に 同 期 間 使 用 し て も ら っ た 。 こ れ ら 実 施 例 １ お よ び 比 較 例 １ に 係 る
顔 面 加 温 具 の モ ニ タ ー 結 果 （ 鼻 水 ・ 鼻 づ ま り 、 お よ び く し ゃ み に 対 す る 効 果 ） を 表 １ お よ
び 表 ２ に 示 す 。 な お 、 表 ２ の 比 較 例 に お い て 、 １ ５ 名 の 花 粉 症 患 者 中 、 １ 名 か ら は 結 果 が
得 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 表 １ お よ び 表 ２ よ り 、 加 熱 温 度 領 域 を ３ ８ ℃ 程 度 に 規 定 し た 実 施 例 １ に 係 る 顔 面 加 温 具
が 、 加 熱 温 度 領 域 を ３ ５ ℃ 程 度 に 規 定 し た 比 較 例 １ に 比 べ て 、 鼻 水 ・ 鼻 づ ま り 、 お よ び く
し ゃ み な ど の 花 粉 症 の 諸 症 状 の 緩 和 に 著 し い 効 果 を 発 揮 す る こ と が わ か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 背 面 図
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の 使 用 状 態 を 示 す 背 面 図
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 側 面 図
【 図 ６ 】 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 図 ６ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図
【 図 ８ 】 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 要 部 の 縦 断 正 面 図
【 図 ９ 】 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 要 部 の 縦 断 正 面 図
【 図 １ ０ 】 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図
【 図 １ ２ 】 使 用 例 １ を 示 す 正 面 図
【 図 １ ３ 】 使 用 例 ２ を 示 す 正 面 図
【 図 １ ４ 】 使 用 例 ３ を 示 す 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ 　 顔 面 加 温 具
２ 　 発 熱 体
３ 　 加 温 具 本 体
４ 　 粘 着 剤 層
５ 　 剥 離 紙
６ ａ 　 表 カ バ ー
６ ｂ 　 裏 カ バ ー
９ 　 シ ー ト 基 材
１ ０ 　 発 熱 剤
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(11) JP 2005-58512 A 2005.3.10



【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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